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京浜急行電鉄株式会社（本社：横浜市西区，社長：川俣 幸宏，以下 京急電鉄）は，産学官連携プロ

ジェクトとして，2024年７月，みなとみらいエンタメ経済圏可視化コンソーシアム（構成員：横浜未来

機構，横浜市立大学，DATTARUJIN 株式会社，以下 同コンソーシアム）に参画いたします。 

 

これは，世界に類を見ないほど大型音楽施設が集積している横浜・みなとみらいにおいて，ＭＩＣＥ，

観光客，エンタメ目的の来街者の多様なニーズや行動データを客観的に示すことが求められるなかで行

うもので，同コンソーシアムでは，それぞれの強みを生かし，観光・人流データを活用してエンタメが地

域経済や来街者の滞在時間に与える影響を可視化するとともに，イベント終了後の周辺地区や施設への

回遊や経済消費を促進することを目的としております。 

  

 今後の実証プロジェクトとして，横浜の音楽施設における公演イベントと連動し，同コンソーシアム

の一員である横浜市立大学の国際教養学部観光マネジメント研究室（有馬貴之ゼミ）の協力のもと，スマ

ートフォンの位置情報やアプリ決済情報，アンケート調査等をもとに，音楽施設やイベントへの来場者

を対象とした人流・消費データ分析等の実証実験を予定しております。 

 

京急電鉄では，同コンソーシアムにおける取り組みを通じて，国内外から横浜・みなとみらいエリアへ

来街する音楽ファンの消費行動や滞在時間，地域経済へ与える影響を可視化し，将来的な移動課題の解

消と利便性の向上を図ることで，横浜・みなとみらいエリアに多く集積する大規模音楽施設を起点とし

た周辺エリアの活性化や賑わいの創出につなげるとともに，新たな顧客層への京急沿線の魅力・認知の

拡大を目指してまいります。 

詳細は別紙の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンタメ経済圏可視化コンソーシアム 

コンセプトロゴ 

エンタメ経済圏可視化コンソーシアム 

構成・支援団体（一部） 



別  紙 

横浜・みなとみらいエリアにおける「エンタメ経済圏可視化コンソーシアム」への参画について 

 

１．「エンタメ経済圏可視化コンソーシアム」について 

（1）設立目的・背景 

横浜・みなとみらいには，世界に類を見ないほど大型音楽施設が集積しており，ＭＩＣＥ，観光 

客，エンタメ目的の来街者の多様なニーズや行動データを客観的に示すことが求められていました。 

これに対し，みなとみらい発のエンタメスタートアップ企業の DATTARUJIN株式会社，横浜市立大学， 

横浜未来機構が連携してそれぞれの強みを活かし，観光・人流データを活用して，エンタメが地域 

経済や来街者の滞在時間に与える影響を可視化することに焦点を絞った産学官連携の「みなとみら 

いエンタメ経済圏可視化コンソーシアム」を 2024年５月に設立いたしました。 

 

（2）当社の参画目的 

京急電鉄では，同コンソーシアムにおける取り組みを通じて，国内外から横浜・みなとみらいエ 

リアへ来街する音楽ファンの消費行動や滞在時間，地域経済へ与える影響を可視化し，将来的な移 

動課題の解消と利便性の向上を図ることで，横浜・みなとみらいエリアに多く集積する大規模音楽 

施設を起点とした周辺エリアの活性化や賑わいの創出につなげるとともに，新たな顧客層への京急 

沿線の魅力・認知の拡大を目指してまいります。 

 

（3）取り組む内容（予定） 

イ．横浜の集客施設におけるイベント終了後，決済システムと連動した周辺地区への回遊を促す 

システム（クーポンの発行など）を構築する。 

ロ．決済システムのデータを用いて，イベント終了後の周辺地区への回遊効果（周辺施設への集 

客）と経済効果の測定を行う。 

ハ．横浜におけるイベント開催による周辺地区への回遊と経済への効果を把握し，横浜のエンタ 

ーテイメント経済圏を可視化，分析する。 

 

（4）コンソーシアム構成団体 

■横浜未来機構 

横浜未来機構は企業・大学・スタートアップなど，多様な会員が参画し，産学公民連携で横浜か 

らイノベーションの創出を推進いたします。特別会員の横浜市とともに，新たなアイデアやテクノロ 

ジーからイノベーションを生み出す循環をつくることで，誰もが快適に自分らしく生きることができ 

る人間中心の未来社会実現を目指して活動しています。 

横浜未来機構は，「みなとみらいエンタメ経済圏可視化コンソーシアム」の活動を「みなとみらいエン 

タメ経済圏可視化プロジェクト」として認定し支援しています。 

組織形態：任意団体（会員制団体） 

会 長：横浜国立大学学長 梅原 出 

設 立 日：2021年３月 31日 

会 員 数：正会員 107団体，特別会員横浜市，賛助会員 24団体，連携・協力団体 27団体 

（2023年６月 25 日時点） 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://yoxo-o.jp/  

 

 

 

 

 

 

https://yoxo-o.jp/


■横浜市立大学 

横浜市立大学は，５学部，６研究科，附属２病院を擁する総合大学として，開国・開港の地，横

浜にふさわしく，豊かな教養と高度な専門性を備えた世界で活躍できる人材を育成しています。国

際都市・横浜における教育・研究・医療の拠点となることを使命とし，社会の発展に寄与し市民の

誇りとなる大学を目指しています。 

所 在 地：神奈川県横浜市金沢区瀬戸 22―２ 

学 長：石川 義弘 

設 立：1949年 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.yokohama-cu.ac.jp/ 

 

 

 

 

■DATTARUJIN株式会社  

所 在 地：神奈川県横浜市西区みなとみらい２―２―１横浜ランドマークタワー７階 NANA Lv. 

代 表：代表取締役兼 CEO 山本 晃 

設 立：2022年４月 15日 

事業内容：MIRAI CASTING（社会課題解決型エンタテインメントの企画提案・制作・運営），音楽・ 

映像・音声コンテンツ制作，代理店業，リアル／オンラインのハイブリッド型イベントの 

企画・制作，リアルワールドメタバースの探求等 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.dattarujin.xyz/ 

 

 

 

 

■京浜急行電鉄株式会社 

所 在 地：神奈川県横浜市西区高島１―２―８ 

取 締 役 社 長：川俣 幸宏 

設 立：1948年６月 1日（創立：1898年２月 25日） 

主な事業：交通事業，不動産事業，レジャー・サービス事業，流通事業，その他の事業 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.keikyu.co.jp/ 

 

 

 

 

 

 

２．同コンソーシアムに関するお問い合わせ先 

運営主体：みなとみらいエンタメ経済圏可視化コンソーシアム運営事務局 

営業時間：月曜日から金曜日９：00～17：00まで 

宛  先：info@dattarujin.xyz 

 

 以  上 
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